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連載！安曇野市議会のトリセツ 14

市政のここが聴きたい!! 一般質問 17

24市民の声

しっかりと市内経済の支援を!!

新型コロナウイルス感染症対策をすみやかに実施！

４
常任委員会報告 ６
政務活動費収支報告 10

力を合わせて新型コロナに打ち勝ちましょう！
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③
「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
」
と
は

　
住
民
や
企
業
な
ど
か
ら
集
め
た
様
々
な
分
野
の
情
報
を
集
約
し
、Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
な
ど
の
最
先
端
技
術
で
連
結
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
も

の
。
政
府
は
「
ま
る
ご
と
未
来
都
市
」
と
う
た
っ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク

や
車
の
自
動
走
行
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、ド
ロ
ー
ン
配
送
、遠
隔
医
療
、

遠
隔
教
育
な
ど
を
進
め
る
こ
と
を
想
定
す
る
。
し
か
し
、
個
人
情
報
が

適
切
に
管
理
さ
れ
る
か
、
住
民
の
理
解
、
合
意
を
得
ら
れ
る
か
、
な
ど
の

懸
念
と
課
題
も
あ
る
。

①
「
市
制
度
資
金
貸
付
事
業
〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
特
別
資
金
」と
は

　
市
の
預
託
金
の
５
倍
ま
で
の
資
金
を
、
指
定
金
融
機
関
が
市
内
事
業
者

に
貸
し
出
す
市
独
自
の
融
資
制
度
。
事
業
者
は
貸
付
期
間
10
年
、
最
大

４
０
０
０
万
円
の
融
資
が
受
け
ら
れ
る
。
市
は
今
回
、借
入
時
の
保
証
料
、

最
初
の
２
年
間
の
利
子
補
給
、
金
融
機
関
へ
の
預
託
金
の
積
み
増
し
に
、

合
計
３
億
８
２
０
０
万
円
を
支
出
。
融
資
あ
っ
せ
ん
件
数
と
額
は
６
月
19

日
現
在
、
３
３
８
件
、
43
億
９
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

②
「
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム（
５
Ｇ
）」
と
は

　
５
Ｇ
と
は
「
５
ｔ
ｈ 

Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
の
略
称
で
、
携
帯
電
話
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
次
世
代
通
信
規
格
の
５
世
代
目
と
い
う
意
味
。「
高

速
大
容
量
」「
高
信
頼
・
低
遅
延
通
信
」「
多
数
同
時
接
続
」
と
い
う
３

つ
の
特
徴
を
持
つ
。
２
０
１
９
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
世
界
19
カ
国
が
５
Ｇ
の
商
用
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
。
日
本
で

は
、
２
０
２
０
年
３
月
に
サ
ー
ビ
ス
開
始
。
携
帯
の
電
波
が
５
Ｇ
に
な

る
時
代
が
近
づ
い
て
い
る
が
、
便
利
に
な
る
一
方
、
健
康
被
害
を
懸け

ね
ん念

す
る
声
も
あ
る
。

　
地
区
土
地
利
用
計
画
の
対
象
と
な

る
区
域

（
１
）地
区
の
土
地
の
範
囲

 

計
画
面
積
は
お
お
む
ね
７
万
３

 

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

議
案
第
44
号

あ
づ
み
野
産
業
団
地

北
地
区
　
地
区
土
地

利
用
計
画

可決

新型コロナウイルス感染症

（
２
）地
区
の
土
地
利
用
の
方
針

 

・
目
指
す
べ
き
方
向

 

市
内
に
お
け
る
雇
用
の
創
出

ま
た
は
人
口
の
増
加
を
目
的

と
し
、
本
地
区
を
優
良
な
工

業
団
地
と
し
て
誘
導

（
３
）地
区
の
適
正
か
つ
合
理
的

な
土
地
利
用
を
図
る
た
め

の
開
発
事
業
の
基
準

 

建
物
の
用
途
は
、
工
場
・
倉

庫
・
事
業
所
等
を
基
本
と
し

て
、
そ
れ
以
外
は
寄
宿
舎
や

一
般
飲
食
業
な
ど
、
工
場
等

に
付
随
す
る
用
途
に
限
定

安
曇
野
市
の
適
正
な
土
地
利
用

に
関
す
る
条
例
第
12
条
第
１
項

の
規
定
に
よ
る
地
区
土
地
利
用

計
画

あづみ野産業団地北地区予定地

難しい用語を
少しだけ解説します！

解 

説
コ
ー
ナ
ー

②

ページへ

ページへ

ページへ
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３
ペ
ー
ジ 

解
説
コ
ー
ナ
ー
①

議
案
第
43
号

令
和
２
年
度
安
曇
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

特
別
定
額

　
給
付
金
給
付
事
業

学
校
保
健
事
業

土
木
費

穂
高
幼
稚
園
運
営
費

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

　
特
別
給
付
金
事
業

給
食
セ
ン
タ
ー
総
務
費

市
制
度
資
金
貸
付
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
事
業

安
曇
野
市
子
育
て

　
世
帯
支
援
臨
時

　
　
給
付
金
事
業

補正前の予算額   →
421億8,000万円　

補正予算
審議

補正額（増額）→  
107億3,600万円

補正後の予算額
529億1,600万円

可　決令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第1号）
議案第43号

可決

新型コロナウイルス感染症対策として、国の補正予算に対応したものおよび市の
緊急経済対策事業等についての補正予算が可決されました。

98
億
３
１
７
１
万
２
０
０
０
円

　
令
和
２
年
４
月
27
日
を
基
準
日

に
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
市
民
へ
１
人
当
た
り
10
万
円
を

給
付
す
る
も
の
。

７
４
８
万
円

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

小
中
学
校
に
マ
ス
ク
を
配
布
す
る
。

２
０
０
０
万
円

　
経
済
対
策
と
し
て
、
小
規
模
建
設

事
業
者
へ
道
路
な
ど
の
維
持
補
修
工

事
を
発
注
し
、
市
内
事
業
者
へ
の
経

済
支
援
を
実
施
す
る
。

46
万
４
０
０
０
円

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

空
気
清
浄
機
を
購
入
す
る
。

１
億
４
７
５
２
万
９
０
０
０
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
る
国
の
経
済
支
援
と
し

て
、
子
育
て
世
帯
へ
子
ど
も
１
人

当
た
り
１
万
円
給
付
。
対
象
児
童

１
万
４
０
０
０
人
を
見
込
む
。

１
９
６
７
万
円

　
保
護
者
へ
の
経
済
支
援
対
策
と
し

て
、
小
中
学
校
の
５
月
分
の
給
食
費

を
補
助
す
る
。

３
億
７
万
円

　
緊
急
経
済
支
援
と
し
て
、
中
小
企

業
・
事
業
者
へ
制
度
資
金
を
融
資
し
、

資
金
繰
り
を
支
援
す
る
。

２
億
９
８
６
１
万
円

　
市
単
独
事
業
と
し
て
子
育
て
世
帯

に
対
し
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
２
万

歳
出
　
主
な
事
業

令和２年  ５月臨時会

対策をすみやかに実施！

円
給
付
。
対
象
児
童
１
万
４
６
０
０

人
を
見
込
む
。
こ
の
扶
助
費
に
対
す

る
特
定
財
源
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
寄

附
基
金
よ
り
２
億
９
２
０
０
万
円
を

繰
入
れ
。

１
億
４
６
８
万
５
０
０
０
円

　
感
染
症
拡
大
防
止
に
伴
う
休
業
要

請
等
協
力
金
お
よ
び
飲
食
店
の
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
等
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
転

換
事
業
者
へ
の
経
済
支
援
を
実
施
す

る
。
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しっかりと市内
　令和 2年 6月定例会が 6月1日か
ら22日まで開催され、令和2年度補
正予算を含む議案 22件、議員提出議
案１件、陳情 5件を審査しました。主
な質疑と討論を紹介します。

議
案
第
52
号

安
曇
野
市
交
流
学

習
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
員
提
出
議
案
第
１
号

医
師
養
成
定
員
を
減
ら

す
政
府
方
針
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書

議
案
第
63
号

安
曇
野
市
特
別
職
の

職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

松
枝 

功

一
志 

信
一
郎

臼
井 

泰
彦

小
林 

純
子

　
市
民
の
文
化
振
興
と
交
流
促
進
の

た
め
の
具
体
的
研
究
を
せ
ず
に
、
施

設
の
効
用
発
揮
や
経
費
節
減
な
ど
、

直
営
の
限
界
を
提
示
し
な
い
提
案
で

は
、
議
案
と
し
て
成
立
し
な
い
。
議

会
と
し
て
議
論
で
き
な
い
。

　
本
来
の
責
任
の
取
り
方
は
、
減
給

だ
け
で
な
く
、
再
発
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
と
セ
ッ
ト
で
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。
市
長
の
思
い
で
特
別
職

の
減
給
処
分
が
先
に
決
ま
れ
ば
、
職

　
行
政
の
責
任
者
で
あ
る
市
長
と
し

て
の
覚
悟
の
上
の
判
断
だ
と
い
う
説

明
に
は
、
今
回
は
納
得
す
べ
き
で
あ

る
。

　
豊
科
近
代
美
術
館
の
補
完
機
能
を

備
え
た
施
設
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
ま
で
も
両
施
設
を
使
っ
た

様
々
な
美
術
展
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
つ
指
定
管
理
者

の
下
、
両
施
設
を
活
用
し
て
活
性
化

を
図
る
た
め
の
制
度
導
入
は
適
当
。

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

反
対
の
意
見

現
在
、
運
営
上
に
問
題
は
。
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
具

体
的
な
効
果
は
。
他
の
交
流
学

習
セ
ン
タ
ー
も
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
予
定
は
。

関
係
す
る
職
員
の
処
分
の
決
定

前
に
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

の
給
与
の
減
給
を
決
め
た
の
は

な
ぜ
か
。
職
員
の
処
分
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
特
別
職
が
減

給
を
行
う
場
合
の
基
準
は
。

過
去
の
事
例
を
み
る
と
、
職
員

の
処
分
に
一
貫
性
が
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
基
準
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

答

答答

問

問問

現
在
、
貸
館
業
務
に
特
に
問
題

点
は
な
い
。
豊
科
近
代
美
術
館

と
一
体
的
な
も
の
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
て
、
指
定
管
理
者
か

ら
創
造
的
な
自
主
事
業
な
ど
が

提
案
さ
れ
芸
術
文
化
の
振
興
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
選

定
時
に
考
慮
す
る
。
他
の
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
予
定
は
な
い
。

理
事
者
自
ら
が
減
給
す
る
こ
と

に
よ
り
職
員
に
対
す
る
綱こ
う
き
し
ゅ
く

紀
粛

正せ
い

を
図
り
、
再
発
防
止
に
取
り

組
む
べ
く
提
案
し
た
。
職
員
の

処
分
は
、
職
員
の
賠
償
責
任
に

関
す
る
監
査
手
続
き
が
必
要
な

た
め
、
結
果
を
待
っ
て
対
応
す

る
。
過
去
の
処
分
事
例
を
参
考

に
減
給
期
間
・
率
等
を
決
定
し

た
。

過
去
の
教
訓
が
生
か
せ
な
か
っ

た
中
で
監
督
者
責
任
と
し
て
の

判
断
だ
。
時
代
の
変
化
に
応
じ

て
前
例
、
先
例
だ
け
に
捉と
ら

わ
れ

ず
対
応
す
る
。
市
民
の
信
頼
を

取
り
戻
す
一
つ
の
け
じ
め
で
あ

る
。

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
豊
科
近
代
美
術
館
と
併
せ

て
運
営
を
す
る
条
例
改
正

　
福
祉
教
育
委
員
会
に
お
い
て
陳
情

第
４
号
と
し
て
審
査
、
採
択
さ
れ
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
本
会
議
に
提

出
さ
れ
た
。

　
本
会
議
に
お
い
て
も
全
員
賛
成
で

採
択
さ
れ
た
。

堀
金
認
定
こ
ど
も
園
で
の
公
文

書
紛
失
と
穂
高
会
館
で
の
公
金

紛
失
の
２
つ
の
事
案
に
関
し
て

再
発
防
止
に
取
り
組
む
べ
く
、

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
の
特

別
職
の
給
料
の
減
額
を
提
案
す

る
条
例
改
正

員
の
懲
戒
処
分
に
影
響
し
、
公
平
・

公
正
性
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
。

指定管理者制度を導入する
豊科交流学習センター「きぼう」

可決

可決

可決

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
以

降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
医
師
養

成
定
員
減
の
方
向
を
見
直
し
、

医
療
現
場
と
地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
、
医
師
数
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均
以
上
の
水
準
に
増
や
す
こ
と

を
政
府
に
要
望
す
る
意
見
書
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３ページ 解説コーナー①

令和２年  6 月定例会

経済の支援を !! 審議した結果→

賛否が分かれた議案等→

補正前の予算額   →
529億1，600万円　

補正予算
審議

補正額（増額）→  
12億5,400万円

補正後の予算額
541億7，000万円

可　決令和2年度安曇野市一般会計補正予算
（第2号・第3号）

議案第54号・64号

議
案
第
54
号

令
和
２
年
度
安
曇
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

議
案
第
64
号

令
和
２
年
度
安
曇
野

市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
） 猪

狩 

久
美
子

小
松 

芳
樹

　
特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
を
結
び
付
け
て
い
る
。
個
人
情
報

の
漏ろ

う
え
い洩
事
例
や
事
件
が
後
を
絶
た

ず
、
個
人
情
報
保
護
、
基
本
的
人
権

の
保
護
の
立
場
か
ら
大
変
危き

ぐ惧
す

る
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
関
連
事
務
経

費
は
国
庫
支
出
金
と
し
て
全
額
補
助

さ
れ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
銀
行
口

座
番
号
が
紐ひ

も

づ
け
さ
れ
れ
ば
、
よ
り

混
乱
な
く
ス
ム
ー
ズ
だ
。

賛
成
の
意
見

反
対
の
意
見

今
回
の
補
正
で
財
政
調
整
基
金

の
繰
り
入
れ
が
約
４
億
６
２
０

０
万
円
、
今
回
も
含
め
３
回
の

補
正
で
合
計
約
８
億
２
３
０
０

万
円
を
繰
り
入
れ
て
い
る
。
残

高
は
45
億
３
４
０
０
万
円
だ

が
、
財
政
計
画
の
見
直
し
を
年

答

問

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見

通
せ
な
い
不
透
明
な
状
況
だ

が
、
令
和
３
年
度
の
実
施
計
画
、

予
算
編
成
の
中
で
財
政
計
画
の

見
直
し
を
令
和
２
年
度
末
に
併あ
わ

せ
て
行
う
。
コ
ロ
ナ
禍
で
市
税

等
の
自
主
財
源
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
国
の
経
済
支
援
を

積
極
的
に
活
用
し
て
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
む
。
令
和
７
年

度
の
財
政
調
整
基
金
残
高
31
億

円
の
確
保
を
見
据す

え
、
健
全
財

政
の
堅け
ん
じ持
に
努
め
る
。

度
内
に
示
す
の
か
。
今
後
の
財

政
計
画
に
お
い
て
市
の
財
政
体

力
に
余
力
は
あ
る
か
。

可決可決

新型コロナウイルス感染症の対応として主なもの
水道料基本料金の減免 1 億 2,300 万円 経済支援として、1期 2カ月分の水道料基本料金を全契約者に対して

減免するため水道事業会計へ支出。

小中学校の１人１台端末
を整備 4 億 5,600 万円

GIGAスクール構想に伴う市内小中学校への児童・生徒１人１台パソコン
の整備、ネットワーク整備、休校中のインターネット配信教材「e-ライブ
ラリー」委託料。

中小企業や飲食店・宿泊
施設へ支援 5 億 4,500 万円 市制度資金貸付事業　の増額、30％プレミアム付き商品券販売の経費、

感染拡大防止対策協力金 10万円交付事業、宿泊補助券配布事業。

ページへ

ページへ

9

10

見　本
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Ｇギ
Ｉ
Ｇガ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
伴
い
導
入
す
る

端
末
機
は
小
学
校
、
中
学
校
と
同
じ
機
種
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答 問
機
種
の
選
定
は
全
国
一
律
一
斉
で
、
パ
ソ
コ

ン
か
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
す
る
の
か
、
カ
メ
ラ
付

き
の
も
の
に
す
る
の
か
、
学
校
、
家
庭
で
の

学
習
内
容
を
念
頭
に
選
定
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
県
の
教
育
委
員
会
、
現
場
の
先
生

方
の
意
見
も
十
分
聞
き
、
速
や
か
に
行
う
。

児
童
生
徒
の
遠
隔
学
習
に
な
っ
た
場
合
の
対

応
は
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
学
校
の
休

校
に
よ
り
、
預
か
る
児
童
・
生
徒
が
増
え
て

い
る
の
か
。

答答 問問
第
一
は
授
業
で
の
活
用
、
有
事
の
際
に
は
家

庭
で
も
使
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
家
庭

環
境
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
等
の
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

通
常
は
放
課
後
の
み
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
、

昼
間
か
ら
預
か
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

G
ギ

IG
ガ

A スクール
構想とは

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
効
果
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
示
し
て
い
な
い
。
ど
う
い
っ
た
効
果
が
あ

る
の
か
判
断
が
で
き
な
い
。
経
費
削
減
、
効
率
化

に
重
点
が
置
か
れ
、
人
件
費
削
減
、
非
正
規
雇
用

を
拡
大
す
る
内
容
だ
。

　
長
野
県
は
医
師
不
足
の
状
況
に
あ
り
、
医
師
を

増
や
し
て
い
く
内
容
と
合
致
し
て
い
る
。
医
師
の

過
労
死
や
過
労
自
死
が
後
を
絶
た
な
い
と
い
う
現

実
も
あ
る
。
医
師
の
定
員
を
減
ら
す
方
向
を
見
直

す
こ
と
が
今
こ
そ
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
豊
科
近
代
美
術
館
と
豊
科
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
は
、
構
造
上
管
理
を
一
体
化
で
き
、

管
理
作
業
等
効
率
化
が
図
れ
る
。

猪
狩 

久
美
子

内
川 

集
雄

猪
狩 

久
美
子

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

医
師
養
成
定
員
を
減
ら

す
政
府
方
針
の
見
直
し

を
求
め
る
陳
情
書

安
曇
野
市
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

陳情第４号議案第52号

令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）（
福
祉
教
育
委
員
会

所
管
事
項
）

議案第54号

福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
含
む
議
案
９
件
と

陳
情
１
件
を
６
月
15
日
に
、
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
２
件
を
６
月
22
日
に

審
査
し
ま
し
た
。
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓
　

１人 1 台端末と通信ネットワークを一体
的に整備することで、特別な支援を必要と
する子どもを含め、多様な子どもたちを誰
一人取り残すことなく公正に個別最適化さ
れ、資質・能力が一層確実に育成できる教
育 ICT（情報通信技術）環境を実現すること。

（文部科学省　ホームページより）

反
対
の
意
見

トピック

ペ
ー
ジ
へ

９
・
10
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常任委員会報告

総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
含
む
議
案
６
件
と

陳
情
１
件
と
陳
情
の
継
続
審
査
３
件
を
６
月
16
日
に
、
令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む

議
案
２
件
を
６
月
22
日
に
審
査
し
ま
し
た
。
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓
　

総
務
環
境

陳情第５号

トピック

防災行政無線維持
整備事業について

　
政
府
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
増
の
た
め

に
、
特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
無

理
や
り
入
れ
込
ん
で
き
て
、
安
曇
野
市
を
含
む
全

国
の
自
治
体
に
混
乱
と
負
担
を
負
わ
せ
た
。
大
量

の
個
人
情
報
の
流
出
と
目
的
外
利
用
の
懸
念
が

言
わ
れ
て
い
る
　
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
　
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
結
び
つ
く
こ
と
を
危
惧
し

て
い
る
。

　
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
方
式
に
関
係
な
く
、
国
か
ら

特
別
定
額
給
付
金
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

す
れ
ば
、
困こ

ん
き
ゅ
う窮

し
た
生
活
に
早
く
足
し
に
な
り
、

皆
さ
ん
に
希
望
を
与
え
た
い
と
い
う
よ
う
な
目
的

が
あ
っ
た
。
国
が
進
め
て
き
た
も
の
だ
か
ら
、
自

治
体
が
反
対
す
る
立
場
に
は
な
い
。

　
国
か
ら
補
助
金
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
を
計
上

し
な
か
っ
た
ら
透
明
性
が
図
れ
な
い
。

藤
原 

陽
子

遠
藤 

武
文

臼
井 

泰
彦

賛
成
の
意
見

賛
成
の
意
見

令
和
２
年
度
安
曇
野
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）（
総
務
環
境
委
員
会

所
管
事
項
）

議案第54号

防災行政無線が聞こえにくく、
再度聞き直したいという市民
要望に対応するもの。内容を確
認するフリーダイヤルを現在の
５回線から 15 回線に増設する
工事。

反
対
の
意
見

１
．
５
Ｇ
の
基
地
局
建
設
、
も
し
く
は
既き

ぞ

ん存
の
携

帯
基
地
局
に
５
Ｇ
の
設
備
が
設
置
さ
れ
る

場
合
、
事
前
に
事
業
者
に
対
し
施
設
の
設
置

場
所
等
、
設
置
計
画
の
情
報
提
供
を
求
め
る

と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
市
民
に
情
報
を

提
供
す
る
な
ど
、
市
民
の
要
望
に
対
応
す
る

担
当
部
署
を
決
め
て
下
さ
い
。

２
．
５
Ｇ
の
基
地
局
を
建
設
、
も
し
く
は
既
存
の

携
帯
基
地
局
に
５
Ｇ
の
設
備
が
設
置
さ
れ

る
際
は
、
基
地
局
か
ら
半
径
１
０
０
ｍ
以
内

の
周
辺
住
民
に
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明

を
す
る
よ
う
事
業
者
に
求
め
て
下
さ
い
。

・
特
定
開
発
事
業
な
ら
ば
都
市
建
設
部
で
把は

握あ
く

で

き
、
事
業
者
に
は
説
明
会
も
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
は
、
市
と
し
て
で
き
る
こ
と

は
限
ら
れ
、
特
定
開
発
事
業
の
み
対
応
で
き
る
。

・
５
Ｇ
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
。
委
員
会
の

中
で
勉
強
す
る
機
会
が
ほ
し
い
。

　
陳
情
項
目

　
意
　
見

　
審
査
を
継
続
し
た
い
と
す
る
意
見

・
共
に
生
き
て
い
く
社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
大

い
に
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

事
業
者
の
適
切
な
対
応
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

市
が
事
業
者
か
ら
情
報
を
集
め
て
、
市
民
に
情

報
を
き
っ
ち
り
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

と
、
周
辺
住
民
に
事
業
計
画
の
説
明
を
求
め
る

こ
と
は
、
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

第
五
世
代
移
動
通
信
シ

ス
テ
ム
（
５
Ｇ
）
導
入
に

際
し
て
慎
重
な
自
治
体

対
応
を
求
め
る
陳
情
書

ペ
ー
ジ
へ

９
・
10

３
ペ
ー
ジ 

解
説
コ
ー
ナ
ー
②

る

３
ペ
ー
ジ 
解
説
コ
ー
ナ
ー
③
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6月定例会で審議した結果です
      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

15 号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について
（財物事故に関すること）

受理
16号 地方自治法第180条の規定による専決処分の報告について

（施設事故に関すること）

      産業・経済・観光
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

60 号 土地の取得について 原案
可決

      健康・福祉
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

47 号 安曇野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案
可決

48号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例

49号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例

50号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

51号 安曇野市後期高齢者医療に関する条例の一部を
改正する条例

55号 令和２年度安曇野市国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

56号 令和２年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第１号）

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

令和
元年
9号

安曇野市情報公開条例第1条（目的）には、「（市民の）
知る権利」及び「（市の）説明責任」という理念が規定
されていないので、早急にその見直しを求める陳情書

審査
未了

令和
２年
１号

安曇野市情報公開条例における定義規定では、用語
として「情報公開」が設けられ、「公文書を閲覧に供し、
又は公文書の写しを交付することをいう。」と定義さ
れていますが、この説明では≪情報公開≫の意味が
著しく狭くなってしまい、市職員や市民に対して≪
情報公開≫制度の理解に大きな誤解を与えかねず、
また、各条文の表記を精査してみると、誤字・脱字、
読点の誤用や、実施機関名の錯誤、略称規定の欠落、
非公開情報規定の曖昧さのほか、多くの不明確・不
整合・未整理な表現があり、改める必要があると思
える記述は 70箇所以上になり、これでは一市民とし
て恥ずかしいので、速やかに全条文を見直し、重要
な規範である条例の表記として、正確かつ明確で市
民にとって分かりやすい書き方に改めること等を求
める陳情書

継続
審査

3号

安曇野市個人情報保護条例における用語「個人情報」
の定義は、保有主体を問わない通常の個人情報の定
義とは異なり、市の保有する個人情報に限定して定
義されているため、複数の条文において解釈が成り
立たなくなるなど、条例の本来の目的を達すること
ができない条文構成となっており、長野県内市町村
の個人情報保護条例にはこのような例はなく、明ら
かに＜立法の過誤＞があると認められるので、速や
かに是正することを求めるとともに、同条例の各条
文において誤字・脱字をはじめ多数の不適正表記が
あるので、あわせて修正すること等を求める陳情書

継続
審査

4号 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める
陳情書 採択

５号 第五世代移動通信システム（５Ｇ）導入に際して
慎重な自治体対応を求める陳情書

継続
審査

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

45 号 安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例

原案
可決

46号 安曇野市税条例の一部を改正する条例

53号 地方自治法の改正に伴う関連条例の整理に関する条例

54号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第２号）

58号 市有財産の処分について

59号 市有財産の処分について

63号 安曇野市特別職の職員の給与等に関する条例の
一部を改正する条例

64号 令和２年度安曇野市一般会計補正予算（第３号）

66号 令和２年度安曇野市立小学校電子黒板等購入に係る
売買契約について

      教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

52 号 安曇野市交流学習センター条例の一部を改正する
条例 原案

可決
65号 損害賠償の額を定めることについて（公用車事故に

関すること）

     建設・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

57 号 令和２年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）

原案
可決61号 市道の廃止について

62号 市道の認定について

令和２年  6 月定例会

      議員提出議案
議員
提出 件　　　　　　　名 結果

1 号 医師養成定員を減らす政府方針の見直しを求める
意見書

原案
可決

    

して
ページへ

ページへ

ページへ

６

5

7

ページへ5.7

ページへ4.6～8

ページへ

ページへ

ページへ

５

4

8
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令
和
２
年
度
安
曇
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

令
和
２
年
度
安
曇
野
市
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議案第54号

議案第57号

新型コロナウイルス感染症の影響が心配される
「ほりでーゆ～四季の郷」

経
済
建
設

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
を
含
む
議
案
５
件
を
６
月
12
日
に
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
を
含
む
議
案
１
件
を
６
月
22
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

 
   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
↓

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
経
済
的
影

響
を
考
慮
し
、「
ほ
り
で
ー
ゆ
〜
四
季
の
郷
」

の
昨
年
度
の
納
付
金
を
免
除
し
た
た
め
、
基

金
の
積
み
増
し
が
で
き
ず
、
当
該
施
設
の
空

調
施
設
修
繕
工
事
を
減
額
、
先
送
り
す
る
と

の
説
明
だ
が
、
こ
の
先
の
施
設
の
民
間
譲
渡

を
考
え
れ
ば
、
必
須
の
工
事
で
は
な
い
か
。

「
ほ
り
で
ー
ゆ
〜
四
季
の
郷
」
が
市
民
の
福

祉
の
た
め
に
設
置
し
た
施
設
で
あ
れ
ば
、
納

付
金
の
あ
る
な
し
で
は
な
く
、
施
設
を
維
持

す
る
た
め
に
や
る
べ
き
こ
と
は
や
る
と
い
う

決
断
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
経
済

支
援
と
し
て
、
水
道
料
の
基
本
料
金
１
期
２

か
月
分
を
減
免
す
る
補
正
予
算
だ
が
、
市
民

に
と
っ
て
幅
広
く
行
き
渡
る
支
援
策
な
の

で
、
更
な
る
料
金
の
減
免
が
で
き
な
い
か
。

財
源
に
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
が
充
て
ら
れ
て
い
る
の
か
。

令
和
２
年
度
予
定
さ
れ
る
土
地
利
用
条
例
お

よ
び
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
関
連
で
遅
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
進
し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は
。

答答

答

答

問問

問

問

基
本
的
に
、
修
繕
工
事
は
納
付
金
を
積
み
立

て
た
基
金
を
財
源
と
し
、そ
の
残
高
に
見
合
っ

た
中
で
進
め
て
お
り
、
や
む
を
得
ず
今
年
度

は
緊
急
性
の
な
い
も
の
は
先
送
り
し
た
。

施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
は
修
繕
等

は
必
要
。
そ
の
財
源
確
保
の
た
め
に
設
置
さ

れ
た
基
金
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
残
高
が
あ

る
う
ち
は
基
金
を
財
源
と
し
て
き
た
。
譲
渡

を
考
え
た
場
合
で
も
、
必
要
な
修
繕
等
は
し

た
上
で
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
財
源
問
題
は

出
て
く
る
た
め
、
方
針
を
明
確
に
し
て
い
き

た
い
。

今
回
の
減
免
は
一
般
会
計
か
ら
の
全
額
補ほ
て
ん填

で
行
う
が
、
補
填
が
な
い
と
水
道
事
業
に
及

ぼ
す
影
響
は
大
き
く
、
さ
ら
な
る
対
応
に
は

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
使
途
は
市
全
体
で
検
討
し
て
い

る
状
況
だ
。

土
地
利
用
条
例
は
令
和
２
年
８
月
を
目
途
に

説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
実
施

し
、
12
月
議
会
に
関
連
議
案
を
提
出
す
る
計

画
だ
。
土
地
利
用
計
画
は
令
和
３
年
３
月
議

会
に
諮は
か

る
予
定
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
等
は
、
議
決
案
件
で
は
な
い
が
、
同
じ
く

３
月
議
会
で
改
訂
内
容
を
公
表
・
説
明
で
き

る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
る
。

トピック

常任委員会報告

　
そ
の
他
の
協
議
内
容

松くい虫防除対策と薬剤の
空中散布の今後について
耕地林務課より、今後の薬剤散布の方向性
について、「薬剤の空中散布は被害を 100％
防ぐものではなく、継続的に散布すること
で一定の効果が表れる延命措置であり、松
枯れ根絶にはつながらない。現状の被害拡
大の状況を踏まえ、今後は対策の見直しも
含め検討をしていく。」との報告があった。

ペ
ー
ジ
へ

９・
10
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～政務活動費の使いみち～

よりよい地域づくりのために
　我われ議員が政務活動費をどのようなこと
に使っているかをお伝えします。
　会派ごと、個人議員ごとに視察、調査研究、
広報・広聴など用途は様々です。
　議会での有効な提案につながるように、
公金を財源とする政務活動費を使わせてい
ただきます。

令
和
２
年
２
月
17
日
、
赤あ

か
ば羽

一か
ず
よ
し嘉

国

土
交
通
大
臣
へ
、
公
明
党
と
陳
情
活

動
を
行
な
う

　
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
に
よ
り
千
曲

川
流
域
で
は
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
本
市
で
は
犀
川
流
域
の
田
沢
地

籍
（
徳
治
郎
）、
南
陸
郷
地
籍
等
で
、
築

堤
を
必
要
と
す
る
箇
所
が
あ
り
、
市
が

国
へ
要
望
し
て
い
ま
す
が
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
早

期
実
施
に
向
け

て
陳
情
を
行
い

ま
し
た
。

林
孝
彦
議
員

　
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
、
京
都
市
の
子

ど
も
食
堂
、
武
蔵
野
市
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
、
大
津
市
の
い
じ
め
、
中
村

屋
サ
ロ
ン
と
荻
原
碌
山
、
城
陽
市
の
市

民
活
動
の
調
査
研
究
、
安
曇
野
文
化
や

荻
原
碌
山
関
連
書
籍
、
文
具
印
刷
費
に
。

増
田
望
三
郎
議
員

　
無
関
心
で
居
ら
れ
て
も
、
無
関
係
で

居
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
政
治
で
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
市
政
や
議
員
・

議
会
が
身
近
な
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

通
信
や
報
告
会
を
毎
回
の
定
例
会
ご
と

に
発
行
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

小
林
純
子
議
員

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
広
聴
（
月

に
数
回
）・
広
報
紙
「
種
ま
き
通
信
」
年

４
回
発
行
・
情
報
公
開
請
求
に
よ
り
、
行

政
が
開
か
れ
風
通
し
が
よ
く
な
り
、
市

民
に
近
い
政
治
が
実
現
し
ま
す
。
コ
ピ
ー

代
は
市
民
も
議
員
も
同
じ
金
額
で
す
。

召
田
義
人
議
員

　
令
和
元
年
11
月
よ
り
議
長
に
就
任
し
、

連
日
公
務
が
多
忙
を
極
め
て
お
り
、
令

和
２
年
１
月
よ
り
県
市
議
会
議
長
会
の

副
会
長
の
任
に
も
あ
た
り
、
政
務
活
動

費
を
使
っ
て
の
研
修
、
視
察
等
が
で
き

ず
、
全
額
返
還
し
ま
し
た
。

　
会
派
活
動
方
針
の
「
市
民
に
対
し
議

会
（
会
派
）
活
動
を
公
表
し
説
明
責
任

を
果
た
す
」
に
よ
り
令
和
２
年
１
月
13

日
に
豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ

う
」
で
会
派
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
会
派
の
活
動
を
中
心
に
①
安

曇
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
せ
る
先

進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
団
体
に

視
察
し
た
内
容
（
弘ひ

ろ
さ
き前
市
の
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
・
秋
田
市
の
高
齢
者
に

や
さ
し
い
都
市
創
り
・
盛
岡
市
の
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
②
市

議
会
定
例
会
の
開
催
状
況
③
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
請
願
陳
情
の
審
議
状
況
に

つ
い
て
、
更
に
、
市
民
の
足
と
な
っ
て

い
る
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
「
地
域
公
共

交
通
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
参
加
者

全
員
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
７
月
５
日
、
福
岡
市
の
市

民
局
防
災
危
機
管
理
課
で
、
防
災
あ
ぷ

り
「
ツ
ナ
ガ
ル
＋

プ
ラ
ス
」
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
平
時
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
の
情
報
交
換
が
で
き
、
災
害
時

に
は
指
定
避
難
所
等
が
地
図
上
に
表
示
、

物
資
情
報
の
共
有
、
避
難
所
運
営
支
援

シ
ス
テ
ム
、
支
援
物
資
配
送
の
連
携
が

取
れ
る
も
の
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て

市
民
と
連
携
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
提
案
し
ま
し

た
。

　
主
な
活
動
は
、行
政
視
察
、議
員
研
修
、

議
会
報
告
会
、
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
発
行

で
す
。

　
滋
賀
県
野や

す洲
市
の
視
察
で
は
、
主
に

「
債
権
管
理
条
例
」「
く
ら
し
支
え
あ
い

条
例
」
を
学
び
ま
し
た
。「
よ
う
こ
そ
滞

納
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」と
発
信
し
、

滞
納
は
市
民
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と
捉と

ら

え
、

差
し
押
さ
え
よ
り
も
生
活
再
建
を
促

う
な
が
し
、

納
税
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し

た
。

自
民
安
曇
野

政
和
会

公
明
党

無
会
派

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団

豊科田沢地籍(徳治郎 田沢橋下流)
の河岸等の状況

会
　
派

会派報告会の様子
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賛否が分かれた議案等

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果

小
林
　
陽
子

臼
井
　
泰
彦

遠
藤
　
武
文

林
　
　
孝
彦

坂
内
不
二
男

井
出
　
勝
正

一
志
信
一
郎

松
枝
　
　
功

増
田
望
三
郎

中
村
今
朝
子

竹
内
秀
太
郎

平
林
　
　
明

藤
原
　
陽
子

猪
狩
久
美
子

宮
下
　
明
博

平
林
　
德
子

小
林
　
純
子

内
川
　
集
雄

小
松
洋
一
郎

小
松
　
芳
樹

召
田
　
義
人

議　案
第52号

安曇野市交流学習センター条例の一部を
改正する条例 6／22 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第54号

令和２年度安曇野市一般会計補正予算
（第２号） 6／22 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議　案
第63号

安曇野市特別職の職員の給与等に関する
条例の一部を改正する条例 6／22 原案

可決 ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議　案
第64号

令和２年度安曇野市一般会計補正予算
（第３号） 6／22 原案

可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議員名

議案名

令和２年  6 月定例会

政務活動費収支報告
～１人月額 10,000円 その使いみちは～

　議員の調査研修等のために必要な経費の一部として、会派または無会派の議員に対し、一人
当たり月額 10,000 円（年額 12 万円）を上限に政務活動費が交付されています。
　令和元年度 政務活動費の収支報告書は、ホームページで公表していますのでご覧ください。
また、議会事務局でも閲覧できます。

令和元年度 政務活動費の実績内訳表  （単位：円）
会派名 政和会 日本共産党

安曇野市議団 公明党 自民安曇野 無会派

合計
議員名

内川  集雄
平林  德子
平林　  明
松枝　  功
坂内不二男
遠藤  武文
小林  陽子

猪狩久美子
井出  勝正
臼井 泰彦

藤原  陽子
小松  芳樹
中村今朝子

小松洋一郎
宮下  明博
竹内秀太郎
一志信一郎

召田  義人 小林  純子 増田望三郎 林 　孝彦

人数

年度当初 ７ ３ ３ 5 ー １ １ １ 21

増減 ー１ １ 0

変更後 7 3 3 4 １ １ １ １ 21

収入

当初交付額 840,000 360,000 360,000 600,000 ー 120,000 120,000 120,000 2,520,000

増減額 ー 50,000 50,000 0

変更後 840,000 360,000 360,000 550,000 50,000 120,000 120,000 120,000 2,520,000

支出

調査研究費 501,526 78,380 167,428 5,060 16,220 101,360 869,974

研修費 255,960 171,120 113,949 227,240 8,690 776,959

資料作成費 7,800 1,500 11,560 20,860

資料購入費 53,370 153,288 48,990 1,000 7,080 263,728

広報費 110,500 35,060 117,500 263,060

広聴費 10,139 3,240 13,379

会議費 3,280 3,280

要請・陳情活動費 78,623 102,540 181,163

事務費 0

その他 0

小計 824,275 360,000 360,000 488,128 0 120,000 120,000 120,000 2,392,403

報告時の返金額 15,725 0 0 61,872 50,000 0 0 0 127,597

QRコードから議会
ホームページへ
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・一般質問の持ち時間を 1議員 20 分間から 10 分間
に短縮した。

・一般質問の内容をコロナ対策に焦点を当てたもの
にした。

・３密を防ぐために本会議場の議員の座席および傍
聴席の間隔をあけた。

６月定例会では以下の対応をしました

　未
み ぞ う

曽有の事態を引き起こした今回の
新型コロナウイルス問題。市民の皆さ
んの生活や暮らしはどのような影響を
受けたでしょうか。国、県、市の支援
策は多岐にわたりますが、それに漏れ

議会は
どう取り

経済建設委員会

総務環境委員会

３密を避けるために離れて着席した本会議場（一般質問）

●マンパワーの充実を提言
　経済建設委員会では、第一回臨時会及び６月定例会に
提出されたコロナ感染症関連の三つの補正予算の審査の
中で、特に市内事業者への支援について、担当の商工観光
部と議論を重ねた。

　「持続化給付金」（中小企業等の法人に最大 200 万円、
フリーランスを含む個人事業者に最大 100 万円を上限に、
現金を支給する制度）が、電子ベースでの申請のため、困
惑する事業者も多いことを取り上げ、市職員の援助や、信
用できる専門家等への申請代行を検討するよう提案した。
また、相談窓口が松本市、大町市に限られていることから、
市内にも設置するよう要望した。

　商工観光部からは、国の巡回型の相談窓口開設の紹介
があり、さらに、現状の申請支援等の場面には、市とし
てもどかしさも感じるので、今後は責任を持って市民と
一緒に取り組むとの発言があった。

　現行の各種支援策については、まだ十分ではないとの
厳しい評価の一方で、市民の身近に届いてきた感じはあ
るとの意見もあった。周辺の自治体に比べて、届く速さ
に差があるとの指摘もあった。

　市議会としては、給付金などが必要とされる市民のも
とに、早く届くよう応援するのが大事な役割であり、そ
の意味では、市の給付金事務や支援等の現場でのマンパ
ワー不足が心配であるとし、会計年度任用職員や職員OB
を活用したマンパワーの強化を行政に強く要望していく
ことで意見統一した。

経済建設委員会
特 集
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●防災対策の見直しを
　長野市では、防災訓練に合わせて避難施設における人と人との距離（できるだけ２メートル、最低でも
１メートルあける。）を取った場合、実際にどれくらいの人が避難施設に入れるのか、段ボールを使って
体育館アリーナを仕切って訓練をしていた。車避難も有効と言うことで、指定の駐車場に実際に何台駐車
できるのかも訓練していた。現在、安曇野市においても新型コロナウイルス感染者が出ており、また長雨
による災害も懸念されるため、早急に防災訓練のあり方を検討していく必要がある。その上に、防災ラジ
オ、マスク、体温計、除菌品、段ボールの仕切板、段ボールベッドなどの備蓄品の整備や、避難所・避難
場所における感染症対策、車避難対策など、基準となるマニュアルを作成するとともに、区等の防災訓練
の見直し、また防災用品の整備等、市民に対しての啓発活動が必要である。

コロナ禍
か

に
組む!?

●各種会議や行事の持ち方、あり方は
　これからの市・公民館・区・団体などが開催する各種
の会議は、会場設定、時間、人と人との距離、マスク、
除菌、換気等をどうするのか。ある程度の基本的なガイ
ドラインの作成を早急に構築するとともに、検証・見直
しをする必要がある。各種の行事・イベントのあり方を
市民・各団体と話し合い、一緒にコロナ禍の社会を動か
していく、また市民が生きていく方策を整えていくこと
が必要である。

福祉教育委員会

●３歳以上児の保育室にエアコン設置を要望へ
　夏は元気に園庭を飛び回る園児の姿が微

ほほ え

笑ましい。例
年との違いは、コロナウイルスの感染症対策によりマス
クを着用した園児の姿だ。そこで心配になるのが、保育
室と遊戯室等の熱中症対策である。
　市内幼稚園、認定こども園 19 園の３歳未満児の保育室
等にはエアコンが設置されているが、3歳以上児の保育
室には 10％しか設置がされていない。そこで福祉教育委
員会として検討し、3歳以上児の保育室への早期エアコ
ン設置を要望していく。
　
●GIGA スクール構想を委員会でも研究
　国の GIGA スクール構想に伴い、学校現場では電子黒
板やタブレット端末の導入が予定され、学習環境が大き
く変わる。また新型コロナウイルスの拡大により、感染
症対策を行う教員の負担軽減や、子どもたちのメンタル
面・心のケアも必要だ。それも含め、これから進められ
るオンライン授業の導入等、学校の ICT 化に伴う課題等
について研究し、子どもたちに寄り添った提案・提言が
できるよう調査したい。

福祉教育委員会

総務環境委員会

た内容が無いか、安曇野市議会として
も３つの常任委員会ごとに議論を重ね
ています。市民の皆さんの窮状に寄り
添い、議会ならではの要望を行政に出
すべく取り組んでまいります。

いざ！
3常任委員会

ページ
トピック

7
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議会は、市民に対し議会活動に関する情報を積極的に公表して、情報の共有を推進し説明責任を
十分に果たさなければならない。

　➡ 議会運営の状況、議員の議論の様子や表決結果などの
情報は、議会だよりやイ ンターネット等を通じて市民
に公表されています。

議会は、本会議、常任委員会のほか、全ての会議を原則公開と
し、傍聴者に対して審議及び審査の関係資料を配布するもの
とする。

　➡ 安曇野市議会では議会におけるすべての会議は、原則、公開されています。傍聴者
には、議案・資料など提供されます。

議会は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号。以下「法」という。）第 115 条の２（第 109 条
第５項において準用する場合を含む。）に規定する公聴会制度及び参考人制度を十分に活用して
市民の意見等を聴き、議会の政策形成に反映させるよう努めるものとする。

　➡ 「公聴会」や「参考人制度」などを活用して、市民の意見を議会に反映させることが
できます。

議会は、請願又は陳情を審議する場合において必要があると
認めるとき又は提出者が希望したときは、提出の説明及び意見
を聴く機会を設けるものとする。

　➡ 市民は請願書や陳情書の提出ができます。さらに安曇
野市議会では、委員会で請願や陳情の提出者は意見を
述べることができます。

議会は、市民の多様な意見等を把握する場として、市民との意見交換の場を設けるものとし、
市民から意見交換会開催の要望があったときは、これに応じるよう努めるものとする。

　➡ 市民から意見交換会の開催を要望することができます。市民要望で議会が意見交換
会を開催する規定は、安曇野市議会独自のものです。

議会は、議案に対する議員の賛否の表明を市民に公表するものとする。
　➡ 議会だよりやホームページで、だれがどの議案に賛成したのか・反対したのか公表

しているので、各議員の政治姿勢が分かりやすいです。選挙の際の参考にもなります。
　　（６月定例会の結果は、10ページをご覧ください。）

私たちの暮らしや市の将来のため
に、議会と市民の連携、市民参加
はとても大切ね。

トリセツ　その２
安曇野市議会の
連載！

議会の情報公開が進むと、
市民が参加しやすくなるね。

第６条 第１項
 

第６条 第２項
 

第６条 第３項
 

第６条 第４項
 

第６条 第５項
 

第６条 第６項
 

▲安曇野市議会のホームページ

議会基本条例は 市民との情報共有を大切にしています！

安曇野市議会基本条例
第６条

～市民参加及び市民との連携～

15
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トリセツ
（トリセツ＝取扱説明書）

安曇野市議会の
　  連載！

その2
市民に身近な議会になるよう、「ぜひ議会を使って下さい！」
これが新連載「議会のトリセツ」です。
2回目のテーマは「市民と議会の情報共有」です。

　前号から始まった新連載「議会のトリセツ」その１では、
「市民の代表である市議会にとって、市民との情報共有はと
ても大切！市民の声に耳を傾け、市政に反映させます」と
書きました。
　そこで今回の「議会のトリセツ」その２では、「市民との
情報共有はとても大切！」ということについて、さらに具
体的に、安曇野市議会基本条例をひも解きながら、お伝え
したいと思います。

安曇野市議会では　議会基本条例をもとに議会改革をさらに進め、より開かれた議会を目指し、
市民のみなさんの負託に応えられる議会となるよう努力しています。・・・と、急に難しそうな話になっ
てきましたが、要は、もともと市民の代表である議会なのだから、「市民に身近な議会になりましょう」、
「市民参加を進めましょう」、「市民と議会の連携を深めましょう」ということなのです。

安曇野市議会基本条例では　市民参加を進めるとともに、市民との連携を強めるとして、第 6
条に次ページのような規定を掲

かか

げています。これを市民の立場から見てみると、市民に向けて議会が

どのようなことを約束しているかが分かります。この約束を大いに活用して、あなたも安曇野市のま
ちづくりに参加してみませんか。

困りごと相談みたいなこと

議員さんにしていいの？

市議会ってどこにあるの？

ぼく、社会科見学で市役所と

3 階にある議会を見てきたよ。

いいのよ！それが市民みんなのために

なる政策につながるの。議会の基本的

な役目といってもいいわね。
議会基本条例って、なに？

市民にも関係あるの？

議会の基本と言えば、

ズバリ「議会基本条例」

というのがあるね。

　市民と議会の情報共有は
　　　　　　　議会基本条例から

にあるの？

ぼく、社会科見学で市役所と

3 階にある議会を見てきたよ。
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

　
問 

新
型
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
事
態

を
ど
う
捉と

ら

え
る
か
、
基
本
的
な
認
識
と
、

今
後
の
市
・
県
・
国
と
し
て
の
あ
る
べ

き
方
針
を
伺
う
。

市
長 

国
や
県
、
国
際
社
会
と
連
携
し
て
対
策

に
当
た
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
市
民

の
雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
支
援

策
の
強
化
、
拡
充
に
取
り
組
み
た
い
。

　
問 

科
学
的
認
識
を
持
っ
た
迅じ

ん
そ
く速

な
対
応
、

第
一
は
市
民
の
命
を
守
る
こ
と
、
基
本

的
人
権
は
制
限
し
な
い
こ
と
、
自
粛
と

補
償
の
一
体
的
取
り
組
み
、
国
や
県
へ

の
迅
速
な
要
求
、
市
、
議
会
、
市
民
の

一
体
的
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

新
自
由
主
義
に
よ
る
外
国
依
存
、
格
差

拡
大
、
医
療
・
介
護
の
削
減
、
教
育
の

貧
困
で
、
弱
い
と
こ
ろ
に
集
中
的
に
今

現
れ
た
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

市
長 

科
学
的
、
医
学
的
な
根
拠
を
も
っ
た
検

証
と
対
応
、
国
・
県
・
市
町
村
が
力
を

合
わ
せ
、
市
民
の
知
恵
も
借
り
て
乗
り

切
っ
て
い
く
以
外
に
な
い
。

　
問 

臨
時
休
業
措
置
の
判
断
の
基
本
を
伺
う
。

教
長 

保
護
者
に
配
慮
し
、
子
ど
も
が
安
全
に

過
ご
せ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
と
、
児

童
生
徒
の
不
安
を
和
ら
げ
、
休
業
中
の

家
庭
学
習
の
準
備
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
問 

学
校
へ
の
思
い
切
っ
た
教
職
員
補
充
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
部 

学
校
職
員
が
連
携
、
協
力
し
て
、
こ
の

難
局
を
乗
り
切
っ
て
ほ
し
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請

○
休
業
期
間
中
の
小
・
中
学
校
の
対
応

○
教
育
内
容
の
思
い
切
っ
た
精
選

○
小
・
中
学
校
の
水
泳
授
業
中
止

新
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
基
本
認
識
と
方
針
は

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

ようやく始まった中学生の部活動

　
問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

市
内
の
宿
泊
、
飲
食
、
サ
ー
ビ
ス
業
等

中
小
零
細
企
業
の
売
上
実
態
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
本
市
を
訪
れ
た
顧
客
で

市
内
で
宿
泊
滞
在
す
る
人
は
少
な
い
よ

う
に
思
う
が
、
そ
の
実
態
と
割
合
に
つ

い
て
伺
う
。

商
工 

市
内
の
経
済
状
況
の
落
ち
込
み
は
大
変

厳
し
い
と
推
察
で
き
る
。
市
内
の
観
光

客
は
、
日
帰
り
が
74
・
９
％
、
宿
泊
が

25
・
１
％
。
県
全
体
で
は
宿
泊
が
32
・
６
％

で
、
安
曇
野
は
日
帰
り
が
多
い
観
光
地

と
な
っ
て
い
る
。

　
問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
経
済
対
策
と
し
て
、

宿
泊
、
飲
食
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
中
小
零

細
企
業
を
支
援
し
、
以
前
の
賑
わ
い
と

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
、
ま
た
、
生
活

支
援
策
と
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
発
行
を
具
体
的
に
提
案
す
る
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長 

庁
内
で
も
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
観

光
客
、
お
盆
の
帰
省
時
期
と
も
重
な
り

市
民
の
購
買
意
欲
が
高
ま
る
８
月
を
見

据
え
な
が
ら
、
商
品
券
を
発
行
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
問 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
心
配
す
る
こ

と
に
よ
る
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や

医
療
機
関
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
高
齢
者
の
感
染
対
策
と
健
康
管

理
に
つ
い
て
の
指
導
内
容
を
伺
う
。

保
健 

市
内
の
通
所
施
設
の
７
割
で
利
用
者
が

減
少
し
て
お
り
、
医
療
機
関
で
も
患
者

数
が
減
少
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
高
齢

者
に
対
し
、
自
宅
で
で
き
る
運
動
や
介

護
予
防
の
周
知
、
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
長
期
休
校
中
の
生
徒
指
導
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
を

自民安曇野
竹内 秀太郎

議会最終日に追加提案された商品券

介
護
・
医
療
機
関
へ
の
影
響

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

プレミアム付き商品券
　　　　　　発行決まる
プレミアム率 30％
13,000 円の商品券を 10,000 円
で販売
販  売  額：5億円
利用期間：8月1日～ 11月15日

17
安曇野市議会だより    第 59号 AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2020. 8.12

安曇野市議会の議会改革に向けて
アンケートにご協力ください

　安曇野市議会改革推進委員会では、平成 25 年７月に施行された「安曇野市議会基本条例」の検証
および見直しに向けた作業を進めております。
　つきましては、市民の皆さまからの「議会や議会改革、議会基本条例について」のご意見を参考
とさせていただきますので、アンケート調査にご協力をお願い申し上げます。

　「安曇野市議会基本条例」は、ホームページで、安曇野市議会→議会改革→議会基本条例  で
見ることができます。また、安曇野市議会事務局でも閲覧等いただけます。

アンケート回答票
「議会や議会改革、議会基本条例について」ご意見を自由にご記入ください。

　このアンケート回答票の他、様式は自由です。
　（回答票はホームページからダウンロードもできます。）

■アンケート回答先：安曇野市議会事務局

  　ファックス　→  0263－71－2150

  　郵  便  等　→  〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地　安曇野市議会事務局

  　電子メール    →  gikai@city.azumino.nagano.jp

■アンケートに関するお問い合わせ先：安曇野市議会事務局

  　   ＴＥＬ  　 →  0263－71－2156

　回答の内容は、条例見直しの資料とし、今後の議会活動の参考にさせていただきます。

回答期限：令和２年９月２日（水）

ホームページ   →  http://www.city.azumino.nagano.jp/site/gikai/

問
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

　
問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
社
会
生

活
や
経
済
活
動
の
自
粛
は
、
新
自
由
主

義
の
自
己
責
任
で
は
な
く
、
自
然
災
害

と
す
る
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長 

コ
ロ
ナ
問
題
は
予
期
せ
ぬ
災
害
だ
。
国

や
県
の
指
針
に
従
い
、
独
自
の
対
応
も

ふ
ま
え
市
民
の
安
全
安
心
に
取
り
組
む
。

　
問 

日
本
国
憲
法
に
の
っ
と
っ
た
対
応
を
す

べ
き
だ
。
大
学
生
支
援
の
検
討
な
ど
、

市
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
や
財
政
規
模
は
。

市
長 

補
正
予
算
の
規
模
や
支
援
策
は
検
討
中
。

財
源
は
国
や
県
の
交
付
金
、
財
政
調
整

基
金
や
ふ
る
さ
と
寄
附
の
活
用
も
視
野

に
、
市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

財
政 

他
に
市
債
等
、
議
員
提
案
の
事
業
組
み

替
え
に
よ
る
財
源
等
も
活
用
し
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
予
算
編
成
を
す
る
。

　
問 

市
民
の
実
情
は
。
社
協
と
の
連
携
は
。

福
祉 

社
協
の
行
う
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付

け
は
、
４
月
92
件
、
５
月
１
０
４
件
と

大
幅
増
だ
。
ま
い
さ
ぽ
安
曇
野
と
連
携

し
、
就
労
の
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
問 

事
業
所
の
状
況
は
。
商
工
会
や
観
光
協

会
と
の
連
携
、
市
の
事
業
の
前
倒
し
発

注
や
市
が
臨
時
雇
用
す
る
の
は
ど
う
か
。

商
工 

市
内
業
者
は
売
り
上
げ
の
大
幅
減
少
で

大
変
厳
し
い
状
況
だ
。
雇
用
調
整
助
成

金
や
融
資
制
度
の
活
用
で
対
応
し
、
今

後
も
情
報
を
共
有
し
て
支
援
策
を
検
討

す
る
。
早
期
発
注
や
臨
時
雇
用
に
つ
い

て
も
、
各
所
管
部
と
協
力
し
て
い
く
。

　
問 

避
難
対
策
に
コ
ロ
ナ
対
応
も
必
要
で
は
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
配
布
以
前
に
広
報
は
。

総
務 

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
２
、
第
３
波
も
懸け

ね

ん念

さ
れ
、
指
定
避
難
所
開
設
に
感
染
症
対

策
が
必
要
。
指
定
避
難
所
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
と
、
使
用
者
数
の
半
減
が

見
込
ま
れ
る
。
半
減
し
た
収
容
数
に
対

応
し
た
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
マ
ッ
プ

も
見
直
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍か

で
困
窮
す
る

市
民
や
自
営
業
者
に
支
援
を

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

市民の身近な相談窓口
商工会と社会福祉協議会

　
問 

特
別
定
額
給
付
金
が
Ｄ
Ⅴ
や
虐
待
の
被

害
者
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
人
、
外
国
人
な
ど
が
も
れ
な
く

受
け
取
れ
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

福
祉 

相
談
体
制
を
整
え
、
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　
問 

子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
国
の
臨
時
特

別
給
付
金
に
加
え
、
市
独
自
の
子
育
て

世
帯
臨
時
給
付
金
２
万
円
が
あ
る
が
、

障
が
い
者
、
高
齢
者
へ
の
支
援
の
考
え

は
あ
る
か
。

福
祉 

障
が
い
者
、
高
齢
者
に
特
化
し
た
市
独

自
の
給
付
は
考
え
て
い
な
い
。

　
問 

３
密
を
避
け
る
た
め
に
、
保
健
師
の
訪

問
相
談
活
動
が
制
限
さ
れ
て
は
い
な
い

か
。
そ
の
た
め
乳
幼
児
や
妊
婦
、
成
人
、

高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
対
面
で
の
支

援
が
行
き
届
か
な
い
の
で
は
。

保
健 

３
月
か
ら
健
診
や
教
室
な
ど
集
団
で
実

施
す
る
も
の
は
、
中
止
ま
た
は
延
期
に
な

 

っ
て
い
る
。
必
要
な
場
合
に
は
、
感
染

防
止
に
配
慮
し
た
上
で
家
庭
訪
問
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
の
個
別
相
談
を
実
施
し

て
い
る
。

　
問 

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
、
医
療
従
事
者

と
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
を

許
さ
な
い
た
め
の
市
民
啓
発
を
様
々
な

方
法
で
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
部 

小
中
学
校
に
は
日
本
赤
十
字
社
作
成
の

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
３
つ
の
顔
を
知

ろ
う
～
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
断
ち
切
る

た
め
に
～
」
を
配
布
し
、
授
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

総
務 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
「
広

報
あ
づ
み
の
」
に
お
い
て
掲
載
し
て
い

る
。
注
意
し
て
も
感
染
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、
県
外
か
ら
来
た
人
へ
の
不

当
な
差
別
や
偏
見
、
人
権
侵
害
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
人
権
相
談
窓
口

の
照
会
先
も
併
記
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
支
援
策
は

日本共産党
安曇野市議団

猪狩 久美子

　

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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を
徹
底
。
前
を
向
き
給
食
を
と
っ
た
。

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
学
校
再
開
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
整
備
。
食
材
の
供
給
は
、

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
と
堀
金
物
産
セ
ン
タ
ー
と

随
時
連
絡
を
取
り
、
地
産
地
消
に
力
を

入
れ
た
。

　
問 

各
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
・
器
具
等
の

調
査
結
果
の
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

伺
う
。

教
部 

各
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今
後
必
要
な
施
設
、

器
具
等
の
更
新
計
画
に
つ
い
て
、
改
め

て
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
。

一 般 質 問

堀金学校給食センター

　
問 

小
中
学
校
の
臨
時
休
業
措
置
に
つ
い
て
、

判
断
の
経
緯
、
保
護
者
へ
の
具
体
的
な

支
援
対
策
、
情
報
伝
達
の
徹
底
に
つ
い

て
伺
う
。

教
長 

臨
時
休
業
の
開
始
、
延
長
、
そ
し
て
解

除
の
判
断
は
、
各
学
校
、
教
育
委
員
会
、

理
事
者
と
協
議
し
、
方
針
を
決
定
。
保

護
者
へ
の
周
知
や
徹
底
は
、
市
教
育
委

員
会
か
ら
学
校
安
全
連
絡
網
で
伝
え
た

上
で
、
翌
日
文
書
で
通
知
し
た
。
一
週

間
前
に
は
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
努
め
た
。

ま
た
支
援
策
と
し
て
は
、
５
月
分
の
給

食
費
を
市
が
負
担
。
休
業
中
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
早
朝
７
時
半
か
ら
実

施
し
た
。
予
約
は
な
い
が
子
ど
も
を
預

け
な
い
と
働
き
に
出
ら
れ
な
い
人
の
特

別
措
置
の
児
童
預
か
り
も
小
学
校
で

行
っ
た
。
保
護
者
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

民
生
児
童
委
員
を
は
じ
め
、
社
協
の
関

係
者
、
学
校
関
係
者
等
の
連
携
に
よ
り

難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
問 

給
食
時
の
マ
ナ
ー
の
指
導
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
業
務
・
材
料
等
の
取
り
扱
い
等

に
つ
い
て
伺
う
。

教
部 

配
膳
は
、
手
洗
い
と
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
応
策
に
つ
い
て

自民安曇野
一志 信一郎

規
模
に
つ
い
て
伺
う
。

政
策 

経
済
の
回
復
局
面
に
向
け
て
必
要
な
施

策
は
何
か
を
見
極
め
、
予
算
規
模
も
含

め
早
急
に
取
り
ま
と
め
る
。

商
工 

中
小
企
業
等
へ
の
制
度
資
金
の
融
資
は
、

多
く
の
事
業
者
に
好
評
で
あ
り
、
第
一

次
補
正
の
預
託
金
44
億
円
か
ら
55
億
円

を
融
資
可
能
額
と
し
た
。
今
後
、
ど
の

程
度
の
資
金
投
入
が
適
正
か
商
工
業
振

興
審
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対
応

を
図
る
。

農
林 

市
内
農
家
の
要
望
は
少
な
い
が
、
影
響

の
あ
る
農
家
は
持
続
化
給
付
金
を
勧す

す

め

て
い
る
。
今
後
、
国
の
支
援
策
の
隙
間

が
な
い
か
を
検
証
し
、
検
討
す
る
。

自民安曇野
小松 洋一郎
「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令
は

遅
過
ぎ
た
の
で
は

　
問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
Ｓ

サ

Ａ

Ｒー

ズＳ
と
似
て
い
る
が
、
感
染
力
が
強
い

こ
と
か
ら
世
界
で
初
め
て
経
験
す
る
特

殊
な
感
染
症
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
の

４
月
７
日
付
「
緊
急
事
態
宣
言
」
は
遅

す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
の

感
染
の
恐
怖
を
科
学
的
な
見
地
で
な
ぜ

周
知
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

市
長 

市
は
国
・
県
の
対
処
方
針
に
基
づ
き
、

感
染
拡
大
の
情
報
を
提
供
し
て
き
た
。

今
後
、
感
染
症
が
収
束
し
た
時
点
で
初

動
体
制
を
含
め
た
検
証
が
さ
れ
る
も
の

と
考
え
る
。

政
策 

医
療
的
、
疫え

き
が
く学

的
な
見
地
は
専
門
機
関

か
ら
の
情
報
発
信
が
適
切
と
考
え
る
。

　
問 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊
急
避
難
所
対
応
と
乗

用
車
避
難
の
留
意
点
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務 

市
の
指
定
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

見
直
し
、
避
難
所
運
営
訓
練
の
実
施
を

考
え
て
い
る
。
車
中
で
の
避
難
は
健
康

上
の
リ
ス
ク
も
高
い
の
で
、
地
域
公
民

館
と
防
災
広
場
の
駐
車
場
を
確
保
し
て

い
く
。
更
に
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿

泊
施
設
の
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
問 

市
の
第
二
次
経
済
対
策
支
援
策
と
予
算

新型コロナウイルス拡大防止対策協力金
申請手続き説明会

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

堀金
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　
問 

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
水
道
の
蛇
口

を
自
動
水
栓
に
し
な
い
か
。

教
部 

今
後
は
、
ハ
ン
ド
ル
に
も
石
け
ん
を
つ

け
て
洗
う
対
応
に
し
た
い
。

　
問 

手
洗
い
場
の
増
設
は
。

教
部 

順
番
の
目
印
の
テ
ー
プ
を
貼
り
、
密
接
・

密
集
を
避
け
る
取
り
組
み
を
継
続
。

　
問 

魔
の
７
才
と
言
わ
れ
交
通
事
故
が
突
出

し
て
多
い
。
指
導
は
。

教
部 

保
護
者
宛
て
注
意
喚
起
メ
ー
ル
配
信
。

安
曇
野
警
察
署
に
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
依

頼
。
児
童
・
生
徒
に
、
止
ま
る
・
見
る
・

待
つ
の
徹
底
等
取
り
組
み
を
強
化
。

　
問 

休
校
に
よ
る
生
活
の
リ
ズ
ム
や
体
力
は
。

教
部 

分
散
登
校
か
ら
徐
々
に
登
校
時
間
を
延

ば
し
て
児
童
・
生
徒
の
心
身
の
負
担
軽

減
を
図
る
配
慮
を
し
た
。

　
問 

心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

教
部 

各
学
校
で
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
窓
口

を
設
置
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

教
育
相
談
室
等
丁て

い
ね
い寧

に
サ
ポ
ー
ト
。

　
問 

学
校
で
第
２
波
、
３
波
の
防
止
策
は
。

教
部 

児
童
・
生
徒
、
教
職
員
の
感
染
リ
ス
ク

を
低
減
し
学
び
の
保
障
。
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
移
行
、
３
密
を
避
け
る
配
慮
。

　
問 

保
護
者
か
ら
休
校
に
よ
る
学
習
の
遅
れ
、

高
校
受
験
等
へ
の
心
配
の
声
が
あ
る
が
。

教
長 

高
校
進
学
に
つ
い
て
は
、
県
教
委
に
実

施
要
項
・
出
題
範
囲
等
、
早
め
の
公
開

を
要
望
。
丁
寧
な
支
援
を
学
校
、
家
庭

で
総
力
で
あ
た
る
。
そ
れ
が
気
力
、
体

 

力
、
意
欲
の
充
実
に
な
り
、
子
ど
も
た

ち
は
自
分
の
力
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
。

　
問 

現
状
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉 

施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
改
修
や

改
築
の
政
策
方
針
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
遅

れ
は
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
学
校
教
育
へ
の
影
響

政和会
平林 德子

毎日の安全な登下校を願って
交通安全教室を！

　
問 

指
定
緊
急
避
難
場
所
、
指
定
避
難
所
、

福
祉
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
時
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
で
は
、
３
密
を
避

け
る
た
め
収
容
人
数
が
減
と
な
り
、
場

所
の
確
保
等
々
、
運
営
の
見
直
し
が
必

要
と
な
る
が
ど
う
か
。

総
務 

避
難
が
長
期
化
し
た
場
合
、
高
齢
者
等

の
避
難
行
動
要
支
援
者
を
優
先
し
て
、

旅
館
、
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊
施
設
に
移
動

す
る
点
や
、
避
難
場
所
の
確
保
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
開
始
す
る
。

福
祉 

福
祉
避
難
所
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
の
配
慮
が
必
要
な
人
々
を
対
象
と
す

る
の
で
、
受
け
入
れ
者
数
増
加
の
た
め

に
、
更
に
協
定
施
設
等
を
増
や
し
て
い

く
。
福
祉
避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
早
急
に
改
正
し
て
い
く
。

　
問 

区
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
応
に
つ
い
て
の
項
目
を
追
加
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

生
活 

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
市
区
長
会
と

連
携
し
て
検
討
す
る
。

　
問 

避
難
所
備
蓄
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

が
活
用
で
き
る
と
の
発
表
が
さ
れ
た
。

備
蓄
品
の
こ
れ
か
ら
の
対
応
を
伺
う
。

総
務 

交
付
金
等
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
感
染
症
対
策
の
備
品
の
積
み
増
し
、

避
難
所
の
衛
生
環
境
保
持
の
た
め
の
、

備
蓄
品
増
強
を
進
め
て
い
く
。

　
問 

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
抑
制
に
向

け
、
関
連
情
報
を
確
実
に
伝
達
す
る
手

段
と
し
て
、
防
災
ラ
ジ
オ
を
普
及
さ
せ

る
と
し
て
い
る
。
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及

促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務 

令
和
２
年
度
、
新
た
な
防
災
用
品
購
入

補
助
金
制
度
を
設
け
た
。
各
家
庭
で
災

害
に
備
え
て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
小
中
学
校
に
お
け
る
新
型
感
染
症
対
応

災
害
時
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
は

公明党
中村 今朝子

　

三
郷
西
部
認
定
こ
ど
も
園
建
設
は
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一 般 質 問

無会派
増田 望三郎

　
問 

３
カ
月
近
い
休
業
期
間
、
学
校
は
子
ど

も
た
ち
に
十
分
学
び
を
保
障
で
き
た
か
。

教
長 

一
年
間
の
学
習
内
容
の
定
着
を
図
る
よ

う
、
家
庭
学
習
用
の
課
題
を
作
成
し
た
。

　
問 

子
ど
も
た
ち
に
学
び
の
機
会
を
し
っ
か

り
保
障
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教

育
の
可
能
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
長 

児
童
生
徒
と
の
接
触
が
で
き
な
い
中
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
双
方
向
の
や
り
と
り

は
、
つ
な
が
り
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
実
感

し
心
の
安
定
を
図
る
優
れ
た
ツ
ー
ル
だ
。

　
問 

コ
ロ
ナ
は
既
存
の
学
校
教
育
で
は
十
分

な
学
び
が
保
障
で
き
な
い
こ
と
を
露

あ
ら
わ

わ

に
し
た
。
国
は
こ
れ
以
上
教
育
格
差
を

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
を
前
倒
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
導
入
を
促

う
な
が

し
て
い
る
。
学
校
教

育
は
次
世
代
に
向
け
て
ど
う
変
わ
る
か
。

教
長 

習
熟
度
に
応
じ
た
個
別
学
習
等
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
導
入
し
た
電
子
黒
板
と

１
人
１
台
の
端
末
を
組
み
合
わ
せ
、
多

様
な
考
え
を
共
有
し
、
議
論
を
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
新
た
な
可

能
性
や
広
が
り
が
期
待
さ
れ
る
。

　
問 

オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
を
組
み
合

わ
せ
た
次
世
代
型
の
学
校
教
育
は
。

教
長 

農
業
体
験
な
ど
体
を
動
か
す
機
会
を
作

り
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
子
ど
も
た
ち

の
学
び
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

　
問 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
実
現
す
る
に
は

学
校
で
は
人
的
体
制
が
不
十
分
。
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
支
援
員
の
配
置
と
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
に
強
い
先

生
方
で
授
業
改
善
の
研
究
会
を
市
教
委

主
導
で
立
ち
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

教
長 

教
師
自
身
が
必
要
性
を
強
く
感
じ
、
ど

の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
活
用
し
て
い

く
の
か
と
い
う
考
え
方
を
持
つ
こ
と
が

必
要
。
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置
は
次
の
段

階
。
各
校
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
推
進
の
先
生
方
と

情
報
を
共
有
し
検
討
し
て
い
く
。GIGAスクール構想の文部科学省の説明も

オンラインのLIVE配信で行われた

コ
ロ
ナ
に
促う

な
が

さ
れ
る
次
世
代

の
学
校
教
育
へ
の
移
行

　
問 

対
策
の
拡
充
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

感
染
症
対
策
と
市
の
単
独
事
業
を
実
施
。

総
務 

感
染
拡
大
防
止
や
市
民
の
不
安
軽
減
を
。

　
問 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
医
療
保
健
体
制
や
相
談

体
制
を
充
実
強
化
す
る
更
な
る
支
援
は
。

保
健 

松
本
医
療
圏
で
検
査
体
制
作
る
。
相
談

体
制
は
保
健
所
、
圏
域
市
町
村
と
連
携
。

福
祉 

受
診
結
果
報
告
等
で
登
園
を
判
断
す
る
。

教
部 

夏
休
み
前
に
児
童
生
徒
保
護
者
と
相
談
。

　
問 

積
極
的
な
財
政
出
動
で
、
市
民
や
事
業

者
に
市
独
自
の
更
な
る
経
済
的
支
援
は
。

財
政 

必
要
な
事
業
を
見
極
め
迅じ

ん
そ
く速

に
対
応
す

る
。
徴

ち
ょ
う
し
ゅ
う
ゆ
う
よ

収
猶
予
は
弾
力
的
に
対
応
す
る
。

水
道 

上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
猶
予
の
相
談

受
付
を
４
月
か
ら
開
始
し
て
い
る
。

教
部 

学
校
給
食
費
の
減
免
、
徴
収
猶
予
な
し
。

福
祉 

調
整
し
よ
り
効
果
的
な
支
援
策
を
実
施
。

商
工 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
詳
細
を
検
討
中
。

政
策 
早
急
に
ま
と
め
、
効
果
的
に
情
報
提
供
。

　
問 
休
校
を
精
査
し
児
童
生
徒
の
学
習
機
会

の
保
障
と
心
身
の
健
康
保
持
の
施
策
は
。

教
長 

児
童
生
徒
と
面
談
。
教
育
課
程
修
了
可
。

　
問 

収
束
後
の
対
応
の
目
標
と
取
り
組
み
は
。

市
長 

支
援
策
の
強
化
、
拡
充
に
取
り
組
む
。

　
問 

新
し
い
生
活
様
式
の
啓
発
と
実
践
は
。

保
健 

実
践
の
た
め
に
啓
発
活
動
を
進
め
る
。

　
問 

テ
レ
ワ
ー
ク
（
遠
隔
勤
務
）
や
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
（
遠
隔
授
業
）
の
促
進
は
。

商
工 

今
後
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
る
。

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
今
後
研
究
。

教
長 

１
人
１
台
の
端
末
整
備
を
進
め
る
。

　
問 

市
民
か
ら
の
相
談
体
制
の
整
備
と
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
促
進
は
。

総
務 

総
合
窓
口
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活 

必
要
に
応
じ
専
門
家
や
他
部
局
に
繋つ

な

ぐ
。

福
祉 

ど
の
相
談
窓
口
で
も
同
じ
所
に
繋
が
る
。

保
健 

各
窓
口
で
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
。

商
工 

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
設
置
し
対
応
中
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
拡
充
を

無会派
林　 孝彦

安曇野市新型コロナウイルス感染症対策本部
（危機管理課内）

コ
ロ
ナ
と
共
生
す
る
収
束
後
の
対
応
を

※
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
…
専
用
の
個
室
空
間
で
は
な
く
共
有
型
の
オ
ー
プ
ン
空
間
で
、
個
別
の
仕
事
や
勉
強
に
取
り
組
む
場
所
の
こ
と
。

※
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6月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
…
人
々
が
日
常
生
活
を
送
る
上
で
欠
か
せ
な
い
仕
事
を
担
っ
て
い
る
人

無会派
小林 純子

　
問 

持
続
化
給
付
金
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
で
昨
年
よ
り
収
入
が
減
っ
た
中
小

企
業
等
に
最
大
２
０
０
万
円
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
を
含
む
個
人
事
業
者
に
最
大
１

 

０
０
万
円
を
上
限
に
現
金
を
支
給
す
る
。

制
度
の
周
知
や
申
請
の
相
談
は
住
民
に

身
近
な
市
の
出
番
。
市
の
対
応
は
。

商
工 

市
の
相
談
窓
口
で
は
、
必
ず
持
続
化
給

付
金
の
説
明
を
し
て
い
る
。
申
請
は
電

子
申
請
の
み
で
、
令
和
３
年
１
月
15
日

ま
で
の
受
付
期
間
中
に
１
回
の
み
申
請

可
能
。
法
人
の
ほ
か
個
人
事
業
主
も
対

象
で
該
当
す
る
範
囲
は
広
い
。
昨
年
事

業
を
開
始
し
た
人
、
売
上
げ
が
一
定
期

間
に
偏
在
す
る
場
合
等
も
特
例
が
あ
る

の
で
、
ま
ず
は
市
役
所
へ
相
談
を
。

農
林 

農
林
漁
業
者
も
対
象
。
秋
に
向
け
て
農

産
物
の
生
産
・
出
荷
の
最
盛
期
だ
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
持
続
化

給
付
金
の
対
象
に
な
る
事
態
も
考
え
ら

れ
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
周
知
を
図
る
。

　
問 

持
続
化
給
付
金
は
電
子
申
請
の
み
の
た

め
、
困
っ
て
い
る
人
は
多
い
。
市
役
所

に
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
を
開
設
で
き
な

い
か
。

商
工 

商
工
会
と
連
携
し
て
安
曇
野
会
場
の
開

設
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
問 

家
計
の
急
変
に
よ
る
学
費
の
不
安
に
対

応
し
た
相
談
も
可
能
か
。

教
部 

国
・
県
、
学
校
独
自
の
制
度
等
さ
ま
ざ

ま
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
市

役
所
へ
相
談
を
。

　
問 

コ
ロ
ナ
危
機
が
続
く
中
、
新
総
合
体
育

館
の
建
設
は
見
直
す
べ
き
。
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
市
民
の
意
向
を
確
認
し
て
は
。

市
長 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
る
が
、

こ
の
段
階
で
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
。

大学無償化制度をご存知ですか？

新
型
コ
ロ
ナ
経
済
支
援

必
要
な
人
に
届
く
た
め
に

体
育
館
建
設
に
市
民
意
向
の
再
確
認
を

政和会
内川 集雄

　
問 

安
曇
野
市
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
応
か
ら
、
火

葬
現
場
で
働
く
人
た
ち
も
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
だ
。
安
全
で
安
心

な
火
葬
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
く
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
教
訓

に
す
べ
き
だ
。
感
染
症
対
策
、
危
機
管

理
等
を
広
域
豊
科
葬
祭
セ
ン
タ
ー
を
管

理
す
る
安
曇
野
松
筑
広
域
環
境
施
設
組

合
管
理
者
と
し
て
、
構
成
す
る
市
村
に

対
し
、
ど
の
よ
う
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ(

主

導
権)

を
発
揮
し
て
い
く
の
か
。

市
長 

広
域
豊
科
葬
祭
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

県
内
外
か
ら
利
用
者
が
来
館
す
る
こ
と

か
ら
感
染
予
防
を
図
り
、
細
心
の
注
意

を
払
っ
て
運
営
を
し
て
い
る
。
火
葬
業

務
、
霊

れ
い
き
ゅ
う柩

業
務
に
つ
い
て
は
、
国
・
県

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
対
応
を
し
て
い
る
。
管
理
者

と
し
て
、
組
合
構
成
市
村
の
担
当
者
、

理
事
者
で
協
議
し
て
、
セ
ン
タ
ー
業
務

が
停
止
と
な
ら
な
い
よ
う
に
万
全
を
期

す
。
利
用
者
及
び
従
事
者
の
感
染
防
止

と
健
康
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
努
め

る
。

　
問 

市
民
が
納
得
い
か
ず
、
陳
情
書
の
提
出

に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
市
と
し
て
、

市
民
か
ら
の
問
合
せ
に
対
し
て
の
対
応

が
市
民
に
寄
り
添
っ
た
心
通
う
対
応

だ
っ
た
の
か
。

建
設 

拠
点
地
域
等
住
宅
購
入
費
助
成
事
業
が

３
月
末
で
終
了
し
て
い
る
。
年
度
も
変

わ
っ
て
い
る
た
め
、
交
付
申
請
を
お
受

け
で
き
な
い
こ
と
を
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
制
度
上
交
付
で
き
な
い
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
く
よ
う
回
答
し
た
。
周
知

に
関
し
て
は
、
十
分
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

広域豊科葬祭センター

安
全
・
安
心
の
火
葬
環
境

に
関
し
て

市
民
か
ら
の
陳
情
「
住
宅
を
建
て
た

時
に
も
ら
え
る
お
金
」
に
関
し
て

※
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一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★
　
市
長
↓
市
長
　
副
市
長
↓
副
長
　
教
育
長
↓
教
長
　
総
務
部
長
↓
総
務
　
政
策
部
長
↓
政
策
　
財
政
部
長
↓
財
政
　
市
民
生
活
部
長
↓
生
活
　
福
祉
部
長
↓
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
医
療
部
長
↓
保
健
　  

農
林
部
長
↓
農
林
　  

都
市
建
設
部
長
↓
建
設
　  

商
工
観
光
部
長
↓
商
工
　  

上
下
水
道
部
長
↓
水
道
　  

教
育
部
長
↓
教
部

　
問 

特
別
定
額
給
付
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

に
つ
い
て
、
混
乱
や
今
後
の
課
題
は
。

福
祉 

世
帯
主
以
外
か
ら
の
申
請
や
口
座
番
号

の
誤
り
等
が
あ
っ
た
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
の
申
請
等
の
周
知

や
仕
組
み
に
つ
い
て
今
回
を
教
訓
と
し

て
、
早
く
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

生
活 

署
名
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
の
ロ

 

ッ
ク
解
除
や
失し

つ
ね
ん念

、
期
限
切
れ
へ
の
対

応
は
５
月
だ
け
で
５
４
２
件
、
休
日
窓

口
も
開
設
し
対
応
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
用
者
や
活
用
場
面
も
増
え

る
の
で
、
手
続
き
や
利
活
用
方
法
に
つ

い
て
市
民
に
説
明
す
る
。

　
問 

特
別
定
額
給
付
金
は
、
借
金
回
収
を
目

的
に
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
を
防

ぐ
法
律
も
含
ん
で
い
る
。
利
用
者
目
線

で
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉 
生
活
保
護
世
帯
へ
は
、
収
入
申
告
は
必

要
な
い
こ
と
を
周
知
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ

は
、
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。
一
般
の

問
い
合
わ
せ
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

設
け
、
的
確
に
対
応
し
て
い
る
。

財
政 

差
し
押
さ
え
禁
止
等
に
よ
る
法
律
に
基

づ
き
、
滞
納
者
の
個
々
の
実
情
に
即
し

つ
つ
、
生
活
の
維
持
、
事
業
の
継
続
に

与
え
る
影
響
を
十
分
考
慮
す
る
中
で
、

慎
重
に
対
応
す
る
。

　
問 

給
食
の
停
止
に
よ
る
影
響
は
。

教
部 

納
入
し
て
も
ら
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
あ
づ
み

で
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
食
材
の
う
ち
、

米
は
玄
米
で
預
か
っ
て
も
ら
い
、
野
菜

は
店
頭
販
売
や
、
他
の
取
引
先
に
販
売

し
て
も
ら
っ
た
。
今
後
同
様
の
事
態
が

起
き
た
際
は
、
販
売
可
能
な
食
材
に
つ

い
て
は
、
販
売
会
を
実
施
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
。

　
問 

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
遅
れ
は
。

教
部 

見
直
し
を
行
い
、
土
日
祝
日
を
施
工
期

間
に
充
て
、
契
約
工
期
内
に
設
置
可
能
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
応
す
る
施
策

公明党
藤原 陽子

　
問 

保
育
施
設
や
福
祉
事
業
等
で
の
感
染
予

防
対
策
は
。

福
祉 

保
育
施
設
は
、
国
の
感
染
・
予
防
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
準
に
、
行
事
の
縮
小
・

中
止
、
登
園
の
自
粛
要
請
、
園
と
家
庭

で
の
手
洗
い
徹
底
等
を
行
っ
た
。
マ
ス

ク
は
運
動
や
午ご

す

い睡
時
以
外
は
着
用
し
、

体
調
を
観
察
し
対
応
し
て
い
る
。
福
祉

施
設
等
も
同
様
に
、
国
や
県
の
通
知
を

基
に
、
感
染
防
止
対
策
を
し
た
。

　
問 

３
歳
児
以
上
も
ク
ラ
ス
に
空
気
清
浄
機

を
整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉 

国
の
補
正
予
算
で
の
補
助
金
予
定
も
あ

り
整
備
す
る
。

　
問 

介
護
施
設
・
訪
問
看
護
の
感
染
防
止
策

や
支
援
は
。

保
健 

国
や
看
護
協
会
か
ら
示
さ
れ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
に
各
事
業
所
が
対
応
し
て
い

る
が
、
施
設
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
市

独
自
の
感
染
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の

支
援
に
加
え
、
マ
ス
ク
以
外
に
も
消
毒

液
や
個
人
防
護
具
等
の
衛
生
材
料
の
備

蓄
も
計
画
的
に
進
め
る
。

　
問 

Ⅰ
Ｔ
を
活
用
し
た
社
会
基
盤
の
整
備
が

急
が
れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
業

務
や
手
続
き
等
の
構
想
と
進

し
ん
ち
ょ
く

捗
は
。

政
策 

市
情
報
化
基
本
方
針
に
基
づ
き
行
政
手

続
き
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
促
進
に
具

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
注
目
さ
れ

る
ウ
ェ
ブ
会
議
に
関
し
て
は
、
市
と
し

て
機
能
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

　
問 

市
民
へ
の
対
応
を
最
優
先
に
し
つ
つ
、

業
務
効
率
化
の
仕
事
の
見
直
し
は
。

総
務 
職
員
提
案
の
制
度
が
あ
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
事
務
の
効
率
化
の
提
案

を
、
予
算
編
成
等
に
反
映
し
た
い
。
ま

た
昨
年
か
ら
問
題
解
決
力
、
提
案
力
向

上
を
目
的
と
し
て
、
主
査
ク
ラ
ス
を
対

象
に
職
員
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
一

層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
り
た
い
。

政和会
小林 陽子

個人防護具（PPE）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
へ
の

市
の
対
応
は
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何
気
な
く
生
活
し
て
い
る
毎
日
の

裏
側
に
は
、
市
の
広
報
な
ど
で
ア

ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
情
報
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感

じ
さ
せ
ら
れ
た
議
会
の
傍
聴
で
し
た
。
議
員
の
皆

さ
ん
が
、
市
民
と
近
い
場
所
で
近
い
目
線
で
、
た

く
さ
ん
の
問
題
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
を
と
て
も

有
難
い
と
感
じ
ま
し
た
。

生
活
の
中
で
、
疑
問
に
思
っ
た
り

不
安
に
思
っ
た
り
し
た
こ
と
を
誰

か
と
話
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
誰
も
が
生

活
の
安
定
や
満
足
感
を
得
た
い
か
ら
な
の
で
す
が
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
望
み
通
り
に
す
る
こ
と
は
な

か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と

感
じ
て
い
る
こ
と
を
話
題
に
あ
げ
、
同
調
し
た
り

反
論
し
た
り
考
え
た
り･･･

お
互
い
に
歩
み
寄
り

な
が
ら
良
い
方
向
へ
と
導
い
て
い
く
。
自
分
の
身

の
回
り
の
小
さ
な
世
界
で
も
、
安
曇
野
市
と
い
う

少
し
大
き
く
な
っ
た
世
界
で
も
、
も
っ
と
言
え
ば

長
野
県
、
日
本
、
世
界
は
大
き
く
な
っ
て
い
く
。

お
互
い
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
よ
り
よ
い
世
界
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
他

人
ご
と
で
は
な
い
市
議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ

る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
自
分
も
反
省
し
た
良
い
機

会
で
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
に
自
分
の
立
ち
位
置
で
思
い

考
え
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
気
持
ち
を
伝

え
て
い
く
の
も
自
分
に
与
え
ら
れ
た
課
題
だ
と
思

い
、
伝
え
る
努
力
も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　コロナ禍で議会や議員として何ができるのか？大変
難しい課題である。この度、市商工会飲食分科会に
より 6月1日から8月末まで使用できる「コロナに負
けないぞ！応援飲食券」が発売された。早速国の特別
給付金を活用し、営業自粛で困窮する会員を支援する
ことにした。知らない店も多く、全ての店を廻ること
はできないが、家族の応援も借りながら「お店の開拓
や喜んでいただく笑顔」を楽しみにしている。さて、本
号はコロナ関連を中心に一般質問や予算審議が行われ
た。早くコロナトンネルから抜けだすことを切望する。

委員　小松 洋一郎　

議会広報特別委員会
　委 員 長　増田望三郎　副委員長　小林陽子
　委 　 員　小松洋一郎　内川集雄　小林純子　中村今朝子
　　　　　　一志信一郎　井出勝正　坂内不二男　林　孝彦
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9月議会　定例会のお知らせ
議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」で観よう！
傍聴をご希望の方は、市議会議場（市役所本庁３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

請願・陳情の締切は８月21日（金）午後５時です。それ以降の提出は
次の定例会での審議になります。ご注意ください。
開会時間は、本会議10：00～　委員会9：00～
日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ
公職選挙法に基づき、議員の寄附

行為の禁止を徹底します
地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』

おじいちゃんおばあちゃんと史跡巡り

飛沫感染防止対策の面談（本庁舎内）

私
た
ち
が

日 月 土火 水 木 金

30

24 25 26 27 28 29

7 8 9 10 11

9/1 2 3 4 5

13

6

14 15 16 17 18 19

12

20 21 22 23 24 25 26

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会
（総務環境）

議会運営
委員会

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

本会議
（開会）

8/23

本会議
議案質疑・
委員会付託

27 28 29 30
議会運営委員会・
全員協議会

本会議
（閉会）

31

全員協議会

本会議
（一般質問）

全員協議会
（決算説明）

全員協議会
（決算説明）

（敬老の日）（秋分の日）

私
た
ち
は

人
は
、

24


